
トブレイク時のMalaysian分離ウイルスの配列との相同性が高かった。こ  
諸国における流行とは関係ないが、マレーシア特有のチクングニヤが流  

娩4日前一1日後）に症状があった。全新生児が発熱（79％）、痔痛（1∞％）などの症状を示し、脳脊髄層の  
PCR法は24名中22名で陽性であった。高い罷患卒の周産期母子伝播の可能性が初めて示された。   

Eurosun佗i＝ 
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地方では叔が大発生した。政府は病気に罷った貧しい家族に1週間分の配給をすることを承認した。また  
蚊帳や噴霧器が供給される。   

流行地に滞在した人から供血された血液製剤の廃棄を余儀なくされた。局地的アウトブレイクは3月末に  
SouthTown＄V＝eで始まったが、5月14日以降、新規症例は記録されていない。赤十字のスポークスマン  
によると、供血以前に同地を放れた供血者由来の赤血球・血小板は破棄するが、血兼は使用できるとの  
ことである。供血制限は、アウトブレイクの終息が正式に宣言されるまで継続される。   

デング熱  ht中：／／www．allheadline  WHOはアジアにおけるデング熱の最悪のアウトブレイクに対して警告した。シンガポール、ベトナム、カン  
news．com／a鵬cle＄／7q  ポジアおよび他の東南アジアの国々で何千人もの人々が感染したと報告している。カンボジアでは約  
080tS1968   25∝旧人が感染し、3∞人近くの子供が死亡した。この数字は2005年の全症例数の約3倍に当たる。WHO  

219  （2007年7月31日）  の専門家はこのアウトブレイクが1998年に東南アジアで発生したアウトブレイクに匹敵するおそれかある  

と危惧している。1998年には約35万例が報告され、内1500例が死亡例であった。   
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2007年3月29日から4月15日にインドネシアへ旅行し、4月11日に発熱、頭痛、発疹を呈した。今年報告さ  
れた8例目のデング熱輸入症例である。   

例）で、今年は14．7％減少した。   

224   

デング熱  ProMED－   2006年11月2日に．CDCは現役の軍人の初めてのデング熱症例（25才の男性）を確認し，これで2006年  
mai12008110了．3198  の台湾南部への旅行によるデング熱の8例日となった。血液検査の轄果、デング熱ウイルス3型に感染し  

ている事が確定した。台湾ではこの夏以来デング熱症例は51ヰ例報告されている。   
225  

デング熱  ProMED－   2006年11月19日－25日に台湾においてデング熱92例が報告、このうち57例が検査確定（デング出血熱1  
mai12∝帽1211．3493  例を含む）された。2∞6年は11月25日現在、2051例のデング熱が報告され、デング出血熱16例を含む、  

864例が確定され、2例が死亡した。確定症例数は昨年同時期に比べ234％増加した。   
226  

デング熱  ProMED－   StateSecreraryofHea］thによると2006年にブラジルではデング出血熱患者は215名で、40名が死亡し  
mai120070103．0030、  た。215例中44例は確定症例である。デング発生率はAndesae訂Pti蚊の繁殖増加と関係する。発生傾向  
ProMED－  は増加しており、2007年最初の4ケ月におけるデング出血熱患者は288名で、うち死亡例は38例である。   

227  mai120070812．1912  

デング熱  ProMED－   香港で2∞7年最初のデング熱輸入症例が確認された。症例は31才のTuenMunの女性で、マレーシアに  
mai120070111．0138  2008年12月2ヰー31日に旅行し，2007年1月2日に発熱などの症例が発現した。1月6日に入院し、現在症  

状は安定している。   
228  

デング熱  ProMED－   香港CentreforHealthProtectjonは，27才女性のデング熱輸入症例について調査中である。この女性は  
mai120070121．0284  2008年11月から2007年1月12日までインドネシアヘ旅行しており、13日に発熱した。2007年に報告された  

2例日のデング熱輸入症例である。   
229  

デング熱  インドネシアWestJavaの王ndramayuの北部海岸沿いの地域においてデング熱が拡大している。特に  
ma盲】20070225．0（；83  

年2月の】ndramayuにおけるデング熱患者数は138例となり、昨年同月の患者数80例のおよそ2倍に達し  
230  た。Cjrebonにおけるデング熱患者数は120例に到達し、病院ではベッドおよび病棟が不足している。  
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として608例が検査中である。   

デング熱  ProMEDL   ブラジル、サン′くサロ州で、2∞7年3月14日時点でデング熱症例数は5．326例であったが、3月柑日には  
mai120070326．1048  7．808例となった。その前遺の症例数は約2，000例であった。フィリピンBukidnon地方におけるヂング症例  

数が5年間で最高値に達した。2∞7年3月20日時点におけるRe由onalむjdemicSurve舶nceUnit（Resu）  
233  の記録によれば、Bukidnon地方においてデング熱症例47例が登録されている。200時の同時期における  

症例数は12例であった。   

デング熱  ProMED－   メキシコにおいてデング熱は急激に増加している。この流行は、気候の変化（長期の雨季）、移動（移民、  
m劇20070401．1118  旅行者）、都市化、蚊抑制キャンペーンの欠如などの因子の複合により拡大している。デング熱の発生率  

ま、2001年以降600％の増加を示した。2007年1月およぴ2月に1．589例のデング熱症例が登録された。こ  
234  れは2006年の同時期と比較して389％の増加となった。2001年の全国での確定症例数は1．718例であっ  

たが、2006年には死亡例を含む症例数が27．000例以上となった。   

デング熱  ProMED－   中国G糾ngZhouに拠点をおく切妻会社の従業員で．3月に東南アジア諸国における調査のため中国を出  
m扇ほ0078812．1912  発した23人のうち11例がデング熱に楷患し．さらに2例が旅行後．検査場性であることが2007年8月7日に  

確放された。   
235  

デング熱  ProMED－   CDCは2007年8月2柑にこの夏初めての，台湾におけるデング熱土着症例を報告した。患者はTainan都  
mai120070708．2156  Annan地区在住の21才男性で、出血型ではなく、既に退院した。   

236  

デング熱  ProMED－   2007年7月6日、保健当局は台湾における今年初めてのデング出血熱土着症例を確認した。Tainanの88  
mai120070710．2207  才女性で、治療儀安定した状態である。Tain帥の同じ地区においてデング熱の土着症例14例がさらに報  

告された。   
237  

デング熱  ProMED－   ホンジュラスにおいて、今年（2007年）になってから、デング出血熱により少なくとも¢例が死亡し、397例が  
mai120070722．2350  発生している。2∞7年7月14日までに保健当局はデング出血熱297例、死亡例5例を確定し、古典的デン  

グ熱感染は8038例であった。2∞8年通年のデング出血熱による死亡例は6例、症例数は72例、古典的デ  
238  ング熟は7800例であった。   

デング熱  ProMED－   フィリピンNo止h鮎marのPambl由nではデング熱症例が2∝け年7月3日には1例であったが、7月25日には  
mai120070806．2555  2ヰ例に急増した。カンボジアでは2007年に約25000例がデング鰍こ感染し、約3∞例の小児が死亡した。  

ブラジル鮎oPaulo州州都では最近35日間で確定デング熱症例が526例増加し、2007年7月25日までの萱  
239  録症例数は2104例となった。   

デング熱  ProMED－   インドネシアでは2007年のデング熱症例報告数は増加しており、2005年同時期の症例数457丁7例の2借と  
mai12∞70816．2675  なった。プエルトリコでは2007年初頂以東、デング熱確定症例23ヰ3例が報告された。これは2008年同時  

期の2倍以上であり、1994年の流行以降最多である。   
240  

デング熱  ProMED－   香港CentreforHeafthProtectjonはデング熱症例2例（1例は輸入症軌もう1例は調査中）を確認した。1  
mai120070818．2675  例は21才男性で2007年7月8日から8月4日にインドネシアヘ旅行していた。もう1例は57才男性で．7月23  

日から8月1日に中国Macauを訪れており，感染源は調査中である。今年になってから、これら2症例の前  
241  に19例の輸入症例が報告されている。   
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mai120071218．ヰ074   
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デング熱  TransRSocTrop  日本人のデング熱患者（28歳、女性）の血兼サンプル中ではなく尿及び唾液中でデンダウイルスを検出  
MedHyg2007：101：  することに成功した。発症後7、14およぴ2引ヨ自の血紫検体中で抗デンダウイルス抗体は同定されたが、  
738－739   デングウイルス遺伝子は検出されなかった。発症後7、8およぴ14日目の尿、ならびに7日日の唾液からデ  

255  ングウイルス1型遺伝子が検出された。現在の研究の結果は、尿及び唾液中のデングウイルス遺伝子の  
検出が有効な診断方法、特にウイルス性出血の子供の診断方法になりうることを示唆している。   

デング熱  WWW．XJNHUANET．CO  広州に拠点をおく調査会社の従業員で、3月に東南アジア諸国における調査のため中国を出発した23人  

M2007年8月7日  のうち11例がデング熱に種虚し、さらに2例が旅行後、検査で腸性であることを、広州保健当局は2007年6  
月7日に確認した。11例は4即1日から5月川日に高熱、関節痛、嘔吐および発疹を呈し、外国でマラリア  

256  と診断され、治療を受けた者もいる。最後の症例も回復し、ここ3週間疑い例も報告されていないことか  
ら、デング熱が拡がる可能性はないとしている。   

デング熱  YAHOO！ニュース  台湾南部でデング熱が流行している。台南市当局によると200丁年10月13日までに市内で511人の感染者  

2007年10月14日   が確認された。隣摸する高雄市でも2つの区で集団感染が先生しており、感染の広がりは過去最大規模  
である。行政と軍が協力して大規模な並の撲滅作戦を展開する方針である。   

257  

デング熱  カナダPubli¢H朗此h  WHORegiona10用cefbrSou血－EastA＄iaは．インドネシア，ミャンマー．タイにおいてデング熱症例数は  
Agencyof   昨年と比較して増加していると報告した。2007年丁月現在．インドネシアはデング熱症例102558例を報告  
Canきda／TravelH朗祀l  し．2008年同時期と比較して17％増加．ミャンマーは9578例を報告し．10％増加，タイは27582例を報告  

258  2∝）7年8月23日   し，8％増加した。アジアおよび太平洋の他の多くの国々でも今年はデング熱が増加している。   

トリパノソーマ  
症   年9月14日   2（泊7年9月13日現在、710名の反復反応性供血者がT．CnlZiに対する抗体の追加和PA試験を行った籍  

果、196名が閏PA膜性、488名が無反応で、残りは結果がまだ出ていない。13の検査所がシヤーガスネッ  
259  トワークにデータを報告し、18の検査所が同ネットワークにアクセスしている。   

トリ／くノソーマ  

症   58（7）：14ト1ヰ3   字は2∝帽年8月から2∞7年1月に米国の3つの血液収集センターで148，989の血液検体をスクリーニング  
する臨床試験を行った。その結果、32供血（4855例中約1例）がT．¢mZi抗体鴨性と確定された。シヤーガス  

260  】勘こ関する血液供血スクリーニングが広がるにつれ、保健当局はシヤーガス病Iこ関する診断、評価、管  
理に関する質問の増加を予期すべきである。   

トリ／くノソーマ  

症   見られないシヤーガス病のスクリーニングを開始する。2種類のシヤーガス病検査法がカナダ保健省の認  
可を待っている。供血血液の検査実態は、血小板製剤の製造を「′くフィーコート」法に切替えてからとな  

261  る。メキシコや中南米では8∝l万人～1，100万人がシヤーガス病の保因者であり、毎年45．000人以上死亡  
している。カナダでは、これまでに輸血による感染が2例マニトバ州で発生した。   

トリパノソーマ  
症   2∝〉7年4月13日   リーニングが原因でラテンアメリカから米国やヨーロッパに拡大している。WHOは／くイエル社の支援を受  

けて、今や「地球規模の問塩Jとなったシヤーガス病根絶のための事業を拡大している。シヤーガス病に  
282  感染している人は900万人にのぽると見られ、その多くはラテンアメリカの農村部の子どもである。最近で  

は大規模な移民の影響で米国、スペインや他の欧州諸国に広がっている。   

トリパノソーマ  
症   540－544   Trypanosom8Cn」Ziによるシヤーガス病と診断された。輸血された製剤の全供血者の血液を再検査したと  

ころ、初回供血者1名がT．cmzi抗体陽性であることが判明した。当該供血者は、ボリビア出身であり、17  
263  年前に米国に移住した。移住後は母国に帰国していない。本症例は、米国tカナダでの輸血によるシヤー  

ガス痛感染の7例日の報告である。シヤーガス病スタノーニング検査が必要であることを示している。   
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イルス名を使用することを提案する。   

と、製品間で様々であった。血兼のB19NATスクリーニングは、最終製品中のB19DNAL．／ベルを下げ、大  
半の例で検出限界以下とさせ、B19伝播のリスクを減少させた可能性がある。   

ミノ酸同一性30％未満）。このウイルスは、PCRによって、鼻咽頭吸引物637例中8例（用）と便検体192例中  
1例（0．5％）で検出されたが、尿及び血液検体では検出されなかった。   
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ブドウ球菌感  
染   122：38ヰー388   初めて検出された。検査した100頂の内10頭で1膣にST398が検出され、3つの養豚場の内2づ知陽性で  

あった。10のST398分離株の内9株が叩aタイプto34、1株がt1793で、ペニシリンに加え、エリスロマイシ  
277  ン、クリンダマイシンおよぴテトラサイクリンに抵抗性であった。ヨーロッパのブタでこの新しい人畜共通細  

菌が急速に拡大していることが示唆された。   

ブルセラ症  ProMED－   米国Montanaの雌牛7頭が検査でブルセラ症陽性であった。もし近くの別の群れで少なくとも2頚の雌牛が  
mai120070522．1632  来週に検査陽性となると、Montanaはブルセラ症一什eeの地位を喪失することになる。   

278  

ブルセラ症  ProMED－   香港TsuenWanの56才男性と54才の妻がブルセラ症に感染したことをCenterfbrHealthProtectionが確  
mait20070808．2553  証した。この男性は200丁年5月に発症し、2庶人院したが、現在は安定した状態である。彼の妻は同様の  

症状で2007年7月13日に入院し、18日に退院した。2人は2007年4月にGuangzhouに旅行した。ブルセラ症  
279  は2006年に計3例およぴ2005年に1例報告されている。   

ブルセラ症  JTravelMed2007：  糾虚の日本人男性が8週間続く発熱で1998年¢月2日に都内の病院に入院した。入院時の血液培養から  
1ヰ：343－3ヰ5   グラム陰性梓菌が検出され、Brucel】ame随即Sis2型と同定された。患者は同年3月にイラクに滞在し、ヒツ  

ジのチーズを摂取したことが明らかとなった。患者の妻（80歳）が同年5月31日から発症し、B川Ce他  
280  me批en＄i＄が血液と関節液の培養で検出された。イラクの帰国者からその妻へ、ブルセラ症が性感染した  

可能性がある。   

ペスト   
CDC／MMWR2008；  2008年に、米国4州（NewMexic0．C0lorad0．Calibmia．Texas）の住民においてペスト症例が13例報告され    55（34）：9ヰ0－943  ている。5例は敗血性ペスト、残り8例は腺ペストであった。2例の患者は2次位肺ペストを呈した。1994年  

以降米国において1年で報告された最も多い症例数である。   
281  

ペスト   TheUBPo＄t－Leading  モンゴルKhovsgolaimagで14才の男児が2007年8月2日に死亡し、その後腺ペスト感染であると確認され  
EngtishNews2007年8  たことを受け．Tset＄er】egの当局はこの男児と捷蝕していた79人を検疫下においた。Yersiniapes由は男  
月8日   児が捕まえたマーモット由来であると考えられている。男児がマーモットの皮膚を取り除く際．指が傷つい  

282  ていた。マーモットの死体から腺ペスト菌が検出された。   

ペスト   WklyEpidemioIRec  2008年10月13日にWHOはコンゴ共和国の2つの保健地区における肺ペストのアウトブレイク疑いに閲す  

2008；81：397－398  る報告書を受け取った。丁月31日から10月8日の間に死亡42例を含む828例の疑い例が報告された。迅速  
診断試儀による予備的結果では8検体中3例が陽性であった。更なる確定検査が行われている。   

283  

ボツリヌス中  
重  犀   11（12）：EO81214   報告を地方病院から受け、5書目の患者も他の病院に入院したため、アウトブレイクに関する研査を開始  

した。調査の橙果、6月25日に行われたバーベキューパーティーと関連があった。全且が自家屠殺の豚肉  
284  を食べていた。マウス中和試験によって一部の患者では毒素の存在が確認されたが、患者の大便およぴ  

冷凍保されていた豚肉からはCJostTidiurnbotulinumは検出できなかった。   

マラリア  ABCNewsletter2007  FDAは、初めて認証された米国のマラリア用迅速テスト、BinaxNOWマラリア検査の使用を許可した。同  
年7月6日   検査は、非常に迅速で使用が簡便で、全血検体をディップスティックに2、3満つけて15分後には結果が得  

られる。検査結果の確定には模準的顕微鏡検査法を用いなければならない。米国外のマラリア流行地域  
285  で行った多施設試験において、標準的顕微鏑診断と比較して当該検査の正確度は95％であった。   
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